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製造事業者を取り巻く社会経済環境は急速に変化

大規模災害等によるサプライチェーンの寸断、労働力不足による生産力の低下、これらに伴う

管理コスト増大といった大きなリスクが生じています。

一方、現状は・・・・DXやスマート化への対応の遅れ

デジタル・トランスフォーメーション（DX）やスマート化の論点は多岐にわたり、どこからどのように

手を付けるべきか、手をこまねいている企業も多い。

進展するデジタル技術の活用が課題解決のキー

出典：「スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン 令和6年6月初版」（NEDO・経済産業省）

（https://www.nedo.go.jp/library/smart_manufacturing_guideline.html）を加工して作成

製造業を取り巻く環境とＤＸの現状
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http://www.nedo.go.jp/library/smart_manufacturing_guideline.html


出典：「製造業を巡る現状の課題 今後の方策の方向性 2024年5月」（経済産業省）

（https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/016.html）をもとに作成 2

製造業が抱える経営課題の上位

本質管理の強化 原料費•物流費の高騰 コストダウン要求

納期の短縮化 環境への配慮

製造業が抱える業務変革課題

的確なシーズ・ニーズの

把握
負荷変動の抑制

素早い価格・納期回答
製品の情報源化による

新たな付加価値の創造

製造業が抱える課題

進展するデジタル技術の活用が課題解決のキー

http://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/016.html


データを標準化・一元管理することで、QCDSEに関するデータが蓄積され、

製造プロセス全体を視野に入れた最適化が可能になります。

成功例成功のためのステップ

製品・工場単位で

製造原価・利益を把握し、

予測したい！

経営層

連携

“全体最適”な
DXの実現

製造部門IT部門

適切なシステムの
提案・情報収集
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必要となる業務
プロセス変更
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経営課題の特定

1

経営課題の特定

データの標準化・一元管理

DXによる全体最適の実現
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製造業DX推進のポイント

出典：「製造業を巡る現状の課題 今後の方策の方向性 2024年5月」（経済産業省)

（https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/016.html）をもとに作成

http://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/016.html


出典：「スマートマニュファクチャリング構築ガイドライン 令和6年6月初版」（NEDO・経済産業省）

（https://www.nedo.go.jp/library/smart_manufacturing_guideline.html）を加工して作成

製造部門のDX化を推進し、全体最適の実現に寄与します。

4

製造業DX推進のポイント

サービスチェーン

製品マスタ

顧客マスタ

実績情報

サプライチェーン

プロダクション
チェーン

インフラストラクチャー
（データ系）

インフラストラクチャー
（販売・会計系） 基幹系システムの主要構成機能

エンジニアリング
チェーン

※各システム機能は基本的に双方向連携を想定したが、PLM、CRMについては、製品、顧客等のマスタを

扱い、他システムからの入力を制限する傾向があることから基本的に単方向のデータ連携で記載した。

販売管理

生産管理

顧客管理･営業支援

（CRM/SFA）

サービス運用管理

総合マスタ管理
（MDM）

購買管理

PLC PLC

総合トランザクション管理
（DWH/DL）

製品情報管理
PLM/PDM

技術情報

DB

LIMS

物流管理

会計管理

人事給与･HRM

品質管理／トレーサビリティ

不具合解析 不具合予測

生産進捗管理／生産予実

資材管理／在庫管理

常時モニタリング 設備管理／計画・実績

製品管理／入庫・出庫

MAツール

収益・原価情報

生産監視・品質保証・管理強化

サプライチェーン

プランニング

http://www.nedo.go.jp/library/smart_manufacturing_guideline.html


塗装現場の現状と課題

多種多様な不良要因が塗膜品質に影響を及ぼす反面、多くの管理をアナログで実施。

不具合が生じたとき、変化点の相互関係を瞬時に捉えきれず、

その対策は、熟練技術者の経験や勘に頼るところが大きい。

ゴミブツ
不良

スケ

色相不良

膜厚不良

タレ不良

設備の
状態把握

塗装に関わる
知見

塗装条件の
把握

塗料条件の
把握
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市販のセンサーと
当社開発の送受信機を

簡単に接続！

段階的拡張で見える化から

要因管理への移行を実現！

提案

課題
抽出

解決

導入

運用

現場の問題点の発見から、

導入のご提案・問題解決まで

サポート！
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当社のOLDASは、技術伝承・生産性向上・省人化といった貴社の抱える課題について、

Staff／Hardware／Softwareをワンストップで提供します。

塗装現場のDX



OLDASの概要

塗装現場DX

予測分 出力（予兆通知）

マシンラーニングシステム

各種蓄積データで

マシンラーニング
解析結果のビジュアル化

不具合要因管理

フィッシュボーンの骨構造、重要度

Staff

Hardwa re

データの紐づけ

生産管理システム

工程毎の製品の位置・

時間情報管理・各種データ

RFIDSever

RFID

RFID

Point③

常時モニタリングシステム

一元化•遠隔管理

生産現場のデータ蓄積

個別状況見える化
▼センサーデータ ▼塗装条件データ

生産現場

Softwa re

センシング

通信

７

Point① Point②

不具合の未然防止Point③

複雑／煩雑な要因解析の省力化Point①

属人的な判断からの脱却Point②
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OLDASの特長

見える化からスタートし、機能拡張が可能

特長 3

マシンラーニングシステム生産管理システム常時モニタリングシステム

OLDAS Ⅰ

DATA DATA

OLDAS Ⅱ

OLDAS Ⅲ

OLDAS Ⅳ

OLDAS Ⅴ

DATA

OLDAS  Ⅵ

共同開発•実装テスト中

工程ごとの製品の位置・時間情報

等の各種データを 一元管理

マシンラーニングで得た解析結果を

ビジュアル化・ 要因管理一元管理 要因管理

各センサー・システムとの高い互換性により、

現状の設備はそのままで導入可能

特長 1

既存の収集データも取り込み、

マシンラーニングで高度な解析・判断を実現

特長 2

DATA

生産現場のデータ収集・蓄積と

個別状況の 見える化見える化
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OLDAS 3つの導入ステップ

常時モニタリングシステム

見える化

期待効果

設備の稼働監視

管理スキルの差をカバー

エネルギー（CO2）の把握

省人・省エネ、安心・安全

STEP 

1

機能

各種センサー・カメラ等の
感知データを収集・蓄積

データを視覚的に管理情報に
変換し常時見える化

生産管理システム

一元管理

期待効果

信頼性の高い品質記録

品質問題発生時の影響を最小化

生産情報の一元化

品質保証レベルアップ

STEP 

2

機能

製品毎にデータ化された生産
情報を一元化（情報の連携）

デジタル管理によるトレーサ
ビリティ

マシンラーニングシステム

要因管理

期待効果

不良廃棄コスト削減

改善プロセスを活性化

高い品質を維持

塗装現場の全体最適化

STEP 

3

機能

過去の検査結果・生産データの
機械学習で不具合要因を解析し、
不具合発生を予測、通知



の目指す姿
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DXで塗装現場を革新します




